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Ⅳ :回転数 叩m,叩 S
pT :全圧 pa
m,mm
Q :流量 m3/ min,m3/ S











X :逆流 防止板 と羽根前縁 間の距離
mm
Ⅵ :動翼入口における翼のスパ ン長 さ
｢ifHほ仰
Y2 :動翼出口における翼のスパ ン長 さ
巧仰円仰
β2 :羽根 車 出口 にお ける相 対流 出角
deg
AP :ケーシングにおける仝損失 pa

























試送風機 と吐出管 とは狭まり角 60 の円筒形の
ディフューザで連結されている｡
図 2は送風機の概要図である｡ 主軸は12枚
































Ⅰmpeler No.2 No.3 No.4
β 12 12 12
DJ mm 326 326 326
D2 mm 467 467 467
Do mm 326 326 326
y∫ mm 145.8 145.8 145.8
Y2 mm 120 141 163.7
C mm 140.8 140.8 140.8
f deg. 44.6 44.6 44.6


























































































































































に及ぼす影響を示 したものが図 6中の点線 (Ⅹ


































































































































































































































































































































(4) 深野 ･児玉 ･高松,低圧軸流送風機の騒音に与える翼
先端すきまの影響,機論(B),51-463 (1985),820.
(5) 木本 ･国清 ･長尾,水力学,森北出版 (1984),133.
(6) 福田 ･奥田,騒音対策と消音設計,共立出版 (1979),
73.
ターボ機械第28巻第6号 21
